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 暫定版 データシート 

RNA51943A, B 
電圧検出システムリセット IC 

概要 

RNA51943A, Bは，電源電圧を検出し CPU等あらゆるタイプのロジック回路にリセットをかけるのに最適 

な半導体集積回路です。 

さらに，バッテリチェック回路，レベル検出回路，波形整形回路等，幅広い応用が可能です。 

特長 

• 外付部品が少ない 
• 電源電圧範囲が広い：2～17V 
• 応用範囲が広い 
• 発注型名 

発注型名 パッケージ名称 パッケージコード
パッケージ

略称 

テーピング略称 

(数量) 
端子表面処理 

RNA51943AUPH1 UPAK PLZZ0004CA-A UP H (1,000個/リール) 1 (Sn-Bi) 

RNA51943BUPH1 UPAK PLZZ0004CA-A UP H (1,000個/リール) 1 (Sn-Bi) 
 

用途 

• Pch, Nch, CMOS, マイコン，CPU, MCUのリセット回路，ロジック回路のリセット，バッテリチェック回
路，バックアップ電源への切換え回路，レベル検出回路，波形整形回路，遅延波形発生回路，DC/DCコ
ンバータ，過電圧保護回路 

 

推奨動作条件 

• 電源電圧範囲：2～17V 
 

現品表示 

• RNA51943A, B
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ピン配置 
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ブロックダイアグラム 
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動作波形図 
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絶対最大定格 

(指定のない場合は，Ta = 25°C) 

項目 記号 定格値 単位 条件 

電源電圧 VCC 18 V  

出力流入電流 Isink 6 mA  

出力電圧 VO 
VCC 

V 
A型 (出力：定電流負荷) 

18 B型 (出力：オープンコレクタ) 

消費電力 Pd 640 *1 mW  

熱低減率 Kθ 6.4 mW/°C 熱低減曲線参照 

動作周囲温度 Topr –40～+85 °C  

保存温度 Tstg –55～+125 °C  

【注】 1. この値は 15mm × 25mm × 0.7mm アルミナセラミック基板実装時の Ta = 25°Cまでの値であり，それ以降は
–6.4mW/°Cでディレーティングしてください。 

 
 

電気的特性 

(指定のない場合は，Ta = 25°C) 

• 「L」リセット型 
項目 記号 Min Typ Max 単位 測定条件 

検出電圧 VS 4.05 4.25 4.45 V  

ヒステリシス電圧 ΔVS 30 50 80 mV  

検出電圧温度係数 VS/ΔT — 0.01 — %/°C  

回路電流 ICC — 370 560 μA A型，VCC = 5V 

— 340 510 B型，VCC = 5V 

出力飽和電圧 Vsat — 0.2 0.4 V VCC = 4V, Isink = 4mA 

動作限界電圧 VOPL — 0.67 0.8 V Lリセット型で出力 Lowを維

持できる最低電源電圧 
RL = 2.2kΩ, Vsat ≤ 0.4V

— 0.55 0.7 RL = 100kΩ, Vsat ≤ 0.4V

出力リーク電流 IOH — — 30 nA B型 

出力定電流 IOC –40 –25 –17 μA A型，VCC = 5V, VO = 1/2 × VCC 

出力 High電圧 VOH VCC–0.2 VCC–0.06 — V A型 

伝搬遅延時間 tPHL — 6 — μs VCCがHighレベルから Lowレベルへ変化した時の応答遅

れ 

tPLH — 3 — VCCが LowレベルからHighレベルへ変化した時の応答遅

れ 
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特性曲線 
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応用回路例 

RNA51943のリセット回路への応用 

RL

VCC

RNA51943x
RESET (RESET)

Cd

 

図 1 RNA51943のリセット回路への応用 

 

【注】 1. RNA5194xxとロジック回路の電源が共通の場合は Aタイプ(定電流内蔵タイプ)を使用すればロ
ジック回路のプルアップ抵抗のある場合，ない場合に関わらず適用できます。 

 2. ロジック回路側にプルダウン抵抗がないのが望ましいですが，ある場合にはプルダウン抵抗に打ち
勝てる負荷抵抗 RLをつけます。 

 3. 遅延させる場合には RNA5195xxシリーズを使用することが望ましいですが，RNA5194xxで遅延
させる場合には出力—接地間に遅延容量 Cdをつけます。 

 4. 負電源使用の場合には RNA5194xxの電源側を接地，接地側を負電源に接続してください。 
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外形寸法図 
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MASS[Typ.]

0.050gSC-62

RENESAS CodeJEITA Package Code
Unit: mm

Package Name

UPAK
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